
平成２１年４月１４日 

 

   平成 21 年度徳島大学防災リーダー養成講座の開講について 

 

（報道概要） 

平成１９年度から始まった徳島大学防災リーダー養成講座・３年目の講座が４

月１７日から工学部共通講義棟でスタートします。 

本講座は全学共通教育の教養科目として開設されている前期「災害を知る」、後

期「災害に備える」の２科目を受講するものですが、徳島県との防災協力に関す

る覚書に基づき、徳島県地域防災推進員の養成講座も兼ねて開かれます。徳島県

から推薦を受けた自治体職員、自主防災会リーダー４２名も大学生約１４０名と

一緒に災害のメカニズム、災害対策などについて４月から来年２月まで、週１回

３２週にわたって、講義や実習を受講します。  

 また、本講座はＮＰＯ法人日本防災士機構の「防災士研修カリキュラム」とし

て、国立大学法人として最初に認定されており、修了生は「徳島大学防災リーダ

ー」として認定されるだけでなく、防災士の受験資格が付与されるため、学生の

ほか、県内の防災関係者にも人気の高い講座となっています。 

 平成１９年度は７９名、平成２０年度は１３０名が修了し、「徳島大学防災リー

ダー」と認定されています。 

【開講式と第１回講座】 

日時：４月１７日（金）１６：２０～１７：５０ 

場所：工学部内共通講義棟Ｋ４０７教室  

内容：開講式及び第 1回講義「防災士とは」（講師：中野 晋） 

【参考資料】 

１．徳島大学防災リーダー養成講座の説明資料 

２．平成２１年度のカリキュラム 
 

 徳島県地域防災推進員の養成講座とも兼ねる平成２１年度徳島大学防災

リーダー養成講座が４月１７日（金）から徳島大学工学部共通講義棟で開講

されます。今年は学生約１４０名、社会人４２名（学内２８名、学外１４名）、

合計約１８０名が年間３２回の講座を通して、徳島大学防災リーダー・徳島

県地域防災推進員を目指します。 

お問い合わせ先 

部局名 環境防災研究センター 

責任者 センター長 岡部 健士 

担当者 中野 晋 

電話番号 固定 ０８８－６５６－７３３０ 

携帯 ０９０－４７８８－１８２４ 

メールアドレス nakano@ce.tokushima-u.ac.jp 



学生と社会人がともに学ぶ防災リーダー養成講座の取り組み 
 

 徳島大学環境防災研究センター  正会員 ○中野 晋  
  徳島大学環境防災研究センター長 フェロー 岡部 健士 

徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部 正会員  黒崎ひろみ 
徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部      梅岡 秀博 

 
１．はじめに  

 南海地震など大規模災害の発生が予測される中，徳島大学では 19 年度から自然災害やその対策に正しい知

識と技能を持ち，いざという時に速やかに対応できる人材を育成することを目指して，防災リーダー養成講座

が設置されている．この講座は全学共通教育の教養科目に位置づけられるもので，「災害を知る」（前期 2 単

位），「災害に備える」（後期 2 単位）の 2 科目で構成され，この 2 科目の修得者を「徳島大学防災リーダー」

として環境防災研究センターが認定している．また，この養成講座のカリキュラムは平成 19 年 3 月に国立大

学では初めて（特）日本防災士機構の研修プログラムに認定され，講座修了生には，防災士の受験資格が与え

られるという特徴がある．さらに本講座の特色は従来の大学教育とは異なり，徳島県から推薦された自治体や

自主防災組織の社会人約 30 名を無償で受け入れ，学生と一緒に防災教育を行っている点である．本稿では大

学教育を通して地域防災力向上を目指した取り組みの一端を紹介する． 

２．カリキュラムの内容  

 平成 20 年度「防災士」養成カリキュラム 1)では「いのちを自分で守る（自助）」について 12 時間，「地域で

活動する（協働・互助）」について 9 時間，「災害発生のしくみを学ぶ」について 9 時間，「災害に係わる情報

を知る（情報）」について 8 時間，「最新の災害状況や防災技術を知る（危機管理）」について 9 時間，「いの 

 キーワード 全学共通教育，防災教育，防災リーダー，防災士，社会人教育 

 連絡先   〒770-8506 徳島市南常三島町 2-1 徳島大学 環境防災研究センター TEL088-656-8965 

表１ 徳島大学防災リーダー養成講座の内容（平成 20 年度） 
 

災害を知る（前期） 災害に備える（後期） 

 講義内容  講義内容 

1 開講式／防災士とは 1 公助・共助・自助 

2 風水害 ② 建物の耐震化 

3 土砂災害・火山災害 3 企業防災 

4 強風・竜巻災害 ④ 自主防災活動の進め方 

5 都市災害の特徴 ⑤ 災害と保険 

6 地震災害 6 災害時要援護者対策 

⑦ 阪神・淡路大震災 7 免震・耐震工法 

⑧ 災害ボランティア ⑧ 災害予警報 

9 ★意思決定訓練（クロスロード） ⑨ 緊急地震速報 

10 ライフライン被害 ⑩ 土砂危険情報 

⑪ 火災 ⑪ 洪水予報 

⑫ 災害報道 ⑫ ★災害ボランティアセンター設置シミュレーション

⑬ 災害医療 13 防災の法規 

14 被災者の心理ケア 14 ★グループワーク（災害図上訓練・基礎編) 
15 津波・高潮災害 15 ★グループワーク（防災トリックゲーム） 

○ ★普通救命講習（希望者のみ） 16 防災リーダー修了式 

○数字は学外講師が担当，★実習または演習  防災士認定試験（日本防災士機構が実施） 



ちを守る（救急）」3 時間，合計 50 時間の講義や実習が必要とさ

れる．本講座でも標準カリキュラム構成に従い，表 1のようなカ

リキュラムを作成した．前期科目の担当教員は大学院ソシオテク

ノサイエンス研究部（工学部）教員 5 名，総合科学部教員 3 名，

自治体職員 2 名，団体職員 2 名，後期科目は大学院ソシオテク

ノサイエンス研究部（工学部）教員 3 名，国及び自治体職員 5
名，団体職員 1 名，その他専門家 1 名が担当した． 
３．学生と社会人がともに学ぶ防災教育 

 地域防災力を高めるためには防災の専門家を少数育てること

ではなく，防災に関心を持つ人の裾野をできるだけ広げる努力が

必要である．本講座は大学の教養教育を通して，毎年一定数（100

名程度），防災士レベルの防災知識を持つ優秀な卒業生を継続的

に育てていきたいとの想いから開設された．一方，本学の工学部，

総合科学部，全学共通教育センターのある常三島キャンパスは想

定南海地震で震度は 6 弱，津波浸水深が 0.5～1.0m と予測され

ており，徳島市内でも比較的地震・津波災害危険度の高い地区に

立地している．徳島大学には毎年 1300 名以上の学生が入学する

が，その内約 2/3（平成 20 年度は 66％）は県外出身であり，最

低でも 4 年間生活の場となる地域の安全度について全く知らな

いものも多い．本講座を通して身の回りの安全度を認識し，災害

への備えに気を配ることができる学生がひとりでも多くなるな

ら有効である． 
 本センターでは徳島県の要請を受けて，平成 17 年度と平成 18
年度に徳島県地域防災推進員養成講座（各 6 日間，25 時限）を

共同で開催し，約 70 名の防災リーダーの養成を行ってきた．しかし，予算的な制約で平成 19 年度以降は県

独自予算で養成講座を開催することは困難となりつつあった．本学でこの講座が開設されるのを受け，徳島県

から社会人の受講生受入要請があり，学生収容人数にあまり影響を与えない範囲で市町村などから推薦を受け

た一般の方 30 名程度を受け入れることとなった．平成 19 年度は前期が 120 名の定員（最大収容人数 150 名）

で学生 88 名，県推薦社会人 30 名，後期が 170 名定員（最大収容人数 176 名）で学生 138 名，県推薦社会人

29 名が受講した．平成 20 年度は 170 名定員で前期は学生 132 名，社会人 44 名，後期は学生 143 名，社会人

44 名が受講した．また，昨年からは徳島大学から遠距離になる地区の住民に配慮し，DVD ビデオ収録による

オフライン授業を南部総合県民局（海部郡美波町），西部総合県民局（美馬市）でも実施し，学外でも 15 名

の方が受講できるようにした． 
 徳島県推薦の社会人には自治体職員，消防などの防災関係の OB，自主防災組織のリーダーなど，防災知識

や経験を有する人も多く，活発な質疑参加やグループ演習での発言などを通して，学生だけの講義とは違った

空間が形作られることが多かった．特にグループワークの後のアンケートによると学生からは経験者の意見を

知ることができて良かったなどの意見があり，逆に社会人にとっても若い世代の考え方を知ることができて参

考になったなどの意見が寄せられた．平成 19 年度に両科目を履修し，防災リーダーとして認定されたのは学

生 58 名，一般 21 名の合計 79 名，平成 20 年度は学生 88 名，一般 32 名（内高校生 6 名）の合計 130 名であ

る．  

参考文献 

 1)日本防災士機構：平成 20 年度版防災士教本，340p.，2008.4  

写真 1 「災害に備える・DIG 実習」，学 
    生と社会人が共同して災害図上 
    訓練を実習（2008 年 1 月 25 日）

写真 2 徳島大学防災リーダー認定証  

    を授与される社会人修了生 
    （2008 年 2 月 9 日付徳島新聞） 



科目群 教養科目群　 自然と技術
科目名　 災害を知る 前期２単位

【受講要件】後期に開講する「災害に備える」も受講すること．

【備考】本講義は「徳島大学防災リーダー養成講座」の前半部分に相当する．
　本講義「災害を知る」と後期に開講する「災害に備える」の2科目の単位を取得することにより，日本防災士機構認定「防災士」の受験資格が与えられる．

開講日 曜日 時間 内容 担当者 職 所属

1 2009/4/17 金 16:20～17:50 防災士とは 中野　晋 教授 ソシオテクノサイエンス研究部

2 2009/4/24 金 16:20～17:50 風水害 岡部　健士 教授 ソシオテクノサイエンス研究部
3 2009/5/1 金 16:20～17:50 土砂災害・火山災害 西山　賢一 准教授 総合科学部
4 2009/5/15 金 16:20～17:50 地震災害 村田　明広 教授 総合科学部
5 2009/5/22 金 16:20～17:50 強風・竜巻災害 長尾　文明 教授 ソシオテクノサイエンス研究部
6 2009/5/29 金 16:20～17:50 大学生と防災 上月　康則 教授 ソシオテクノサイエンス研究部
7 2009/6/5 金 16:20～17:50 阪神・淡路大震災の体験を通して 末澤　弘太 記者 徳島新聞社
8 2009/6/12 金 16:20～17:50 医学と災害 西村　明儒 教授 ヘルスバイオサイエンス研究部

9 *12009/6/20 土 13:00～15:00 意思決定訓練（クロスロード） 黒崎　ひろみ 助教 ソシオテクノサイエンス研究部

10 2009/6/26 金 16:20～17:50 災害の歴史 村上　仁士 客員教授 環境防災研究センター
11 2009/7/3 金 16:20～17:50 火災 亀井　香 係長 徳島市消防局予防課

特別 *12009/7/4 土 13:00～16:00 普通救命講習（第1回）（定員30名） 徳島市東消防署

12 2009/7/10 金 16:20～17:50 ライフライン被害 上月　康則 教授 ソシオテクノサイエンス研究部

特別 *12009/7/11 土 13:00～16:00 普通救命講習（第2回）（定員30名） 徳島市東消防署

13 2009/7/17 金 16:20～17:50 災害医療 三村　誠二 医長 県立中央病院

特別 *22009/7/18 土 13:00～16:00 普通救命講習（第3回）（定員30名） 徳島市東消防署

14 2009/7/24 金 16:20～17:50 被災者の心理ケア 佐藤　健二 准教授 大学院人間・自然環境研究科
15 2009/7/31 金 16:20～17:50 津波・高潮災害 中野　晋 教授 ソシオテクノサイエンス研究部
16 2009/8/7 金 16:20～17:50 予備日

教室 工学部共通講義棟　K407教室　定員170名 連絡先： 環境防災研究センター（騎馬）
*1工学部共通講義棟　創成学習スタジオ　定員350名を予定 電話／FAX　(088)656-8965　

E-mail　tkiba@hyd.ce.tokushima-u.ac.jp

【授業目的】近年，地震，津波，洪水，高潮，竜巻など過去に例をみないような災害が頻発している．災害列島日本で暮らしていくために必要である災害について基礎
的知識と最新情報を理解させる．

【授業概要】地震や風水害など代表的な災害のメカニズムや最近発生した災害の実態について紹介し，自然災害とはいったいどういうものかについて各分野の専門家
が講述する．

【成績評価】各講義ごと(救命救急講習を除く)に理解度確認のための小テストまたはレポートを課す．到達目標の達成度は小テストまたはレポートの総点を100点に換算
して評価し，評点が60%以上を当目標のクリア条件とする．なお，普通救命講習は評価の対象に含まれない．



科目群 教養科目群　 自然と技術
科目名　 災害に備える 後期２単位

【備考】本講義は「徳島大学防災リーダー養成講座」の後半部分に相当する．
　本講義「災害に備える」と前期に開講する「災害を知る」の2科目の単位を取得することにより，日本防災士機構認定「防災士」の受験資格が与えられる．

開講日 曜日 時間 内容 担当者 職 所属

1 2009/10/2 金 16:20～17:50 公助・共助・自助 中野　晋 教授 ソシオテクノサイエンス研究部

2 2009/10/9 金 16:20～17:50 建物の耐震化 河村　勝 技術員 ソシオテクノサイエンス研究部
3 2009/10/16 金 16:20～17:50 企業防災 中野　晋 教授 ソシオテクノサイエンス研究部
4 2009/10/23 金 16:20～17:50 自主防災活動の進め方 浜　大吾郎 係長 海部郡美波町消防防災課
5 2009/10/30 金 16:20～17:50 災害と保険 加渡　いづみ CFPファイナンシャルプランナー
6 2009/11/6 金 16:20～17:50 災害時要援護者対策 黒崎　ひろみ 助教 ソシオテクノサイエンス研究部
7 2009/11/13 金 16:20～17:50 地盤の震動とそれに対応する方法論 三神　厚 准教授 ソシオテクノサイエンス研究部
8 2009/11/20 金 16:20～17:50 災害予警報 福留篤男 台長 徳島地方気象台
9 2009/11/27 金 16:20～17:50 緊急地震速報 福留篤男 台長 徳島地方気象台

10 2009/12/4 金 16:20～17:50 土砂危険情報 林　宏典 係長 徳島県県土整備部砂防防災課
11 2009/12/11 金 16:20～17:50 洪水予報 徳永　雅彦 係長 徳島県県土整備部河川課
12 2009/12/18 金 16:20～17:50 災害の法律 黒崎　ひろみ 助教 ソシオテクノサイエンス研究部

13 *12009/12/19 土 13:00～15:00 災害ボランティアセンター設置シミュレーション
末澤弘太・浜大吾
郎・福本誠司・木村

徳島新聞社・美波町役場ほか

14 *12010/1/23 土 13:00～15:00 防災グループ演習(図上訓練編) 中野　晋 教授 ソシオテクノサイエンス研究部

15 *12010/1/30 土 13:00～15:00 防災グループ演習(応用編) 黒崎　ひろみ 助教 ソシオテクノサイエンス研究部

16 2010/2/5 金 16:20～17:50 防災リーダー講座修了式 /防災士試験模擬テスト
17 2010/2/12 金 16:20～17:50 防災士試験(予定）

教室 工学部共通講義棟　K407教室　定員170名
*1工学部共通講義棟　創成学習スタジオ　定員350名を予定

【授業概要】地震や風水害などに備えるためには自助，共助，公助それぞれが，できることを実行し，地域の防災力を高めることが重要である．自主防災，学校防災，企
業防災などの自助・共助の進め方について講述するとともに建物の耐震化や最新の防災情報の収集・伝達方法などについて各分野の専門家がわかりやすく説明す
る．

【成績評価】各講義ごと(救命救急講習を除く)に理解度確認のための小テストまたはレポートを課す．到達目標の達成度は小テストまたはレポートの総点を100点に換算
して評価し，評点が60%以上を当目標のクリア条件とする．

【授業目的】近年，地震，津波，洪水，高潮，竜巻など過去に例をみないような災害が頻発している．災害列島日本で暮らしていくために必要である災害への対応策を
考え，さらに行動できる人材を育てる．




